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　人口の動き
一9月1目現在一
男4，139（一5）
女4，232（一5）
計8，371（一10）
世帯数2，304（±0）

　（）は前月比較

ナカゴグリーンパークに

ミニS　Lがやつてきた
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町
農
業
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
県

営
ほ
場
整
備
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事

業
な
ど
に
よ
り
農
業
基
盤
整
備
を
精
力

的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

営
農
形
態
を
見
る
と
、
担
い
手
に
よ
る

規
模
拡
大
や
作
業
受
委
託
な
ど
に
よ
る

生
産
組
織
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
東

部
地
区
に
対
し
て
、
西
部
地
区
に
お
い

て
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
小
規
模
な
農

業
経
営
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
基
盤
整

備
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
西
部
地
域
の
過
疎
化
・
高

齢
化
・
営
農
条
件
の
悪
化
な
ど
に
よ
る

定
住
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
、
地
域
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
不
足
に
よ
る
郷
土
意
識
の
低

下
や
農
業
外
の
所
得
機
会
が
乏
し
い
こ

と
な
ど
が
重
な
り
、
担
い
手
と
な
る
若

年
層
の
流
出
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
起

因
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
回
復
す
る
た
め
に
、

住
環
境
の
整
備
や
地
域
資
源
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
の
活
力
を
促
し
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
条
件
整
備
を
し
て
い

く
た
め
に
、
平
成
九
年
度
か
ら
仙
田
地

区
（
m
集
落
）
を
対
象
に
、
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
を
導
入
し
、
生
活
環

境
な
ど
の
整
備
・
拡
充
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
（
平
成
九
年
度
～
十
一
年
度
の

整
備
状
況
は
表
1
の
と
お
り
）

　
八
月
十
九
日
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
活
性
化

施
設
仙
田
体
験
交
流
館
」
建
設
工
事
に

か
か
る
起
工
式
が
中
仙
田
の
現
地
で
挙

行
さ
れ
、
関
係
者
お
よ
そ
五
十
人
が
参

列
。
工
事
の
無
事
完
成
と
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
事
業
費
は
一
億
千
三
百
万
⑳

円
、
木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
四
百
七
　
〇
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十
八
平
方
層
で
、
調
理
実
習
室
、
コ
ミ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
体
験
工
房
、
大
・
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
会
議
室
を
備
え
（
図
1
の
平
面
図
　
1

を
参
照
）
、
来
年
三
月
の
完
成
に
向
け

て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
の
体
験
交
流
館
は
、
仙
田
地
域
十

集
落
が
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
ほ
か
、
都
市
交
流
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
工
芸
品
、
郷
土
料
理
な
ど
の
商
品

開
発
と
販
売
を
と
お
し
て
地
域
活
性
化

の
核
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
体
験
交
流
館
、
本
年
完
成
予

定
の
雪
室
、
こ
れ
か
ら
整
備
さ
れ
る
総

合
公
園
が
、
八
月
十
八
日
付
け
で
北
陸

地
方
建
設
局
管
内
に
お
い
て
新
た
に
道

の
駅
『
瀬
替
え
の
里
せ
ん
だ
』
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
登
録
に
よ
り
新
た
に
全
国
で

五
十
九
か
所
の
道
の
駅
が
誕
生
し
、
新

潟
県
内
に
お
い
て
は
、
二
十
七
か
所
が

登
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」
は
、
休
憩
・
情
報
交
流
・

地
域
連
携
の
機
能
を
持
っ
た
、
地
域
と

と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い

の
場
と
し
て
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々

に
快
適
な
休
憩
と
多
用
で
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
各
地
で
そ

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
田
郷
総
合
農
村
公
園
の
周
辺

で
は
、
河
川
整
備
や
ふ
れ
あ
い
の
場
の
公

園
づ
く
り
な
ど
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
の
施
設
と
も
連
携
し
て
、
よ
り
大
き

な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



　　　　　　　道の駅

　　　　霧磯鑛

’鐵馨鑓叢嚢繋麟

携一繋欝霧．　　灘蕪欝

　
澱
漏
老
目
．
欝
蓋
繊
鮭
簿
欝
議
会
礁

一
時
会
羨
開
漆
れ
議
欝
旋
。
会
糊
縁
、
鮒
日

囎
測
懸
す
樋
、
｝
、
、
、
、
p

　
議
潔
繕
溝
牲
総
施
設
紬
田
体
験
交
漉
，

館
建
設
｛
黍
蕪
）
、
工
事
の
講
負
契
約
瀞

．
原
案
馨
お
獲
可
淡
萎
灘
ま
態
だ
。
講
負
．

．
盆
額
撒
馨
驚
《
颪
滋
羅
嚢
灘
鶏
、
喫
約
F

の
絹
手
欝
織
晃
幽
，
高
一
懸
定
薬
糊
糞

．
業
体
懸
塗
。

　
次
蟻
捺
雪
機
載
F
霧
ー
タ
》
除
雲
、
p

蘂
）
蓬
購
蒸
嚢
る
こ
ど
に
ゆ
願
驚
、
簾
案

ε
齢
嶺
簸
決
慧
職
ま
鑑
懇
。
F
、
取
得
価
絡

麟
瓢
系
糞
蓋
盤
辮
姻
灘
駕
、
…
契
獅
靭
の
網
…

讐
露
は
㈱
滋
バ
穆
驚
騰
瓢
潟
繋
繊
懸
饗
。
－

、
．
　
顯
欝

一鳳P
㌔”

㎜
式
鎌

紺
，
工
、

難
仙田体験交流館完成亭想肉

　
　
饗
警

ぽ
　
　
　
ぴ

霧
　
蝋

　
　
，
糖

彗
▼図1仙田体験交流館計画平面図

▲仙田体験交流館工事起
　刈初（かりぞめ）の儀で

　入れをする田ロ町長
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コミュニティホール

多用途便所

男子便所
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テラス

風除室

倉庫

テ
ラ
ス

倉庫

風除室

倉庫

大会議室

▼表1中山間地域総合整備事業状況

テラス

テラス

倉庫

ホール

ス
ロ
ー
ブ

　
棚

風
除
室

▲白波瀬北陸地方建設局長（右）から

　道の駅登録証を受ける田ロ町長（9／4）

事　　業　　名 事業量 事業費 事　　業　　名 事業量 事業費

平成9年度 平成11年度（平成10年度繰越分含む〉

中山間地域総合整備
事業

測量・設計委言

　　1．0式
　千円8，820

中山間地域活性化施言

（白倉地区）整備工事
改築1．O式

　　千円
49，875

そ　の　他 1　件 399 白倉活性化施設
駐車場舗装工

260㎡ 1，134

平成10年度（平成9年度繰越分含む） 農業集落道高倉東浦
線開設工事

L＝140m
W＝4．Om

13，398

集落道室島入村線開
設工事

Lニ167m
W二4．Om

15，225 用地整備（造成）工事 LO式 14，700

防災安全施設整備
（消雪パイプ）工事

削井1か所
H二200m

17，325
体験農園施設間連絡
道路測量設言業　禾託

〃 8，085

赤谷農村公園整備工事 公衆便所1棟 7，140
岩瀬体験農園測量設
計業務委託

〃 6，300

防災安全施設整備
（消雪パイプ）工事

メーンパイプ

L二416m
17，367

地域資源利活用施設
（雪室）建設工事 1　棟 61，436

生態系保全施設等整
備工事

ホタルブロック

L＝122m
27，563 雪室基礎材搬入工事 造成工1．0式 9，450

，、谷農村公園　設整

備工事
東屋　1棟
　　　他

5，439
農村公園施設整備小
白倉農村公園）工事 東屋1棟 7，056

そ　の他工事 2　件 1，302
農村公園施設整備
（室島農村公園）工事

散策道
L＝1，200m

19，163

仙田農村公園　測量
設計委託 LO式 39，900 用地整備（土止擁壁）工事 1．O式 15，330

？道局篇　γ繍貝1
量設計委託

〃 2，468 そ　　の　　他 3　件 1，638

室島農村公園測量設
計委託

〃 5，145

白倉活性化施設建築
設計委託

〃 1，785

③12．9．1・



＝

を開催㌧
》
、

　
八
月
五
日
、
仙
田
地
域
及
び
仙
田
小

学
校
と
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
会

場
に
、
　
「
妻
有
か
ら
見
た
世
界
」
と
い

う
催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
仙
田
地
域
と
仙
田
小
学
校
で
は
、
渋

海
川
の
景
観
と
環
境
に
学
ぶ
「
大
地
の

ゆ
か
り
縁
」
が
開
催
さ
れ
、
仙
田
地
域
の
棚
田
、

瀬
替
え
、
マ
ブ
な
ど
、
農
村
空
問
の
現

在
を
学
び
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
集
落

や
民
家
の
価
値
な
ど
の
現
状
を
把
握
し

た
あ
と
、
仙
田
小
学
校
で
財
日
本
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
（
全
国
の
美
し
い
自

然
や
貴
重
な
文
化
財
、
歴
史
的
環
境
を

保
全
し
、
利
活
用
し
な
が
ら
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
保
護
・
調

査
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
団
体
）

に
よ
る
調
査
事
業
の
成
果
発
表
や
、
長

岡
造
形
大
学
宮
沢
智
士
教
授
や
東
京
農

業
大
学
麻
生
恵
助
教
授
ら
に
よ
る
集
落

調
査
事
業
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
代
表
や
研
究
者
、
町
関

係
者
が
「
渋
海
川
流
域
の
可
能
性
」
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
で
は
、
麻
生
助
教
授
が
「
曲

▲仙田地区の景観や環境を学ぶr大地の縁」。成果発表や報告に参加者は耳を傾け
　ていました

折
し
た
渋
海
川
の
瀬
替
え
、
棚
田
な
ど

を
地
域
の
財
産
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
が
必
要
」
と
報
告
。
続
い
て
宮
沢
教

授
は
「
白
倉
地
区
を
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
し
た
い
」
と
提
案
し
ま
し

た
。
町
教
育
委
員
長
（
郷
土
史
家
）
の

金
子
幸
作
さ
ん
は
「
今
あ
る
資
源
を
大

切
に
、
渋
海
川
を
生
か
す
手
立
て
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
清
さ
ん

（
集
落
調
査
ス
タ
ッ
フ
）
は
、
　
「
仙
田

郷
に
あ
る
個
性
的
な
景
観
や
土
地
利
用

に
は
魅
力
が
あ
る
。
自
然
の
姿
が
一
番

の
宝
。
独
自
の
地
域
づ
く
り
を
願
い
た

い
」
と
調
査
に
携
わ
っ
た
感
想
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
　
「
景
観
の
美
し
さ

よ
り
容
易
で
な
い
と
い
う
の
が
実
感
。

冬
季
の
家
屋
の
保
全
に
苦
労
を
感
じ
る
」

と
か
、
　
「
白
倉
の
景
観
を
維
持
で
き
る

の
は
あ
と
十
年
。
保
存
地
区
指
定
に
向

け
て
努
力
を
」
と
い
う
意
見
な
ど
が
出

　
　
　
　
　
　
　
”
、
難
覇
難
霞

鱗
　
　
照
簸

　
マ
ブ
（
水
路
穴
）
の
地
点
を

　
見
学
す
る
参
加
者
（
岩
瀬
）

　
　
甲

　
灘
　
　
．

さ
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
④

　
最
後
に
、
田
口
町
長
が
「
地
域
の
よ
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

さ
を
地
域
の
人
自
ら
が
知
り
、
自
信
を
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
体
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
1

　
同
日
夕
方
か
ら
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

　
　
　
　
　
　
　
う
た
げ

ー
ク
で
「
大
地
の
宴
」
が
開
催
さ
れ
、

仙
田
樽
太
鼓
の
演
奏
、
町
コ
ン
サ
ー
ト

協
会
の
合
唱
や
町
芸
能
協
会
に
よ
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瀬替えの構造をはっきりうかがい知ることの
できる地点（中仙田）



▲仙田小学校児童による子供樽太鼓
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▲町芸能協会による民謡と踊り

▲きれいに管理されている棚田。「規模は小
　さいが、とても美しい」とのこと（藤沢）

　　　　　　　　　　講纏襲灘騒繊垂齪蹴

▲CUPの作品「峡谷の燈籠」。松之山温泉街の入り
　口部分の法面及び駐車場に設置。サイン、休憩所、
　トイレなど機能を持ったプランを提案したもの

　▲LUXの作品「scapingobjects」。松代ステージ
　　内に設置。ため池に苗を模した蓄光塗料を染み

　　込ませたPH用紙の筒を格子上に置き、PH用
　　紙の変化による環境的状況を示したもの

⑤12．9．10

▲中仙田地域の有志の皆さんによる地元の盆踊り。音頭に
　合わせてrヨイガサーアリャサ」と

▲町コンサート協会によるコーラス

▲自倉地域の有志の皆さんによるr天神ばやし」の大合唱

▲公募作品で優秀賞に輝いたCLP（クリップ・右3人グループ）
　とLUX（ラックス）の皆さん



▲川西ステージにあるエステル・アルバルダネの
　作品r庭師の巨人」を観賞する参加者

r大地の芸術祭』作品鑑賞ツアーを実施

　7月23日から53日間、十日町地域広域6市町村を舞台に繰り広げられて

きた「大地の芸術祭」。広域的なアートを生かしての地域づくり大イベン

トも、9月10日を持ってその幕を降ろすことになります。この芸術祭に参

加したのは32か国・142人の作家たちで、地域住民と協働しながら、場所

に根ざした作品を制作してきました。

　8月20日・23日と町内の人たちを対象に、この作品を鑑賞するツアーが

実施され60人が参加。「光の館」や節黒城跡キャンプ城付近にある川西ス

テージの作品を鑑賞した後、5市町村ステージなどに設置してあるアート

の中からその代表作品を鑑賞しました。

　参加者は、「駆け足で時間が短かったが、案内者による作品の説明など

も聞け、とても有意義だった」と、満足のいったようすでした。

米飯中心の食生活を主張
　8月24日、総合センターで川西結第3回交流協議会が開催されました。

今回は、「粗食のすすめ」レシピシリーズで活躍中の幕内秀夫さん（東京・

フード＆ヘルス研究所主宰）の講演会が主体。

　講演では、「学校給食が米飯からパン給食に移行したことが食生活を大

きく変え、輸入食品依存型食生活体系の普及という農業に対する影響や化

学物質の増加、合成洗剤の消費を増やす環境問題へと影響を及ぼしている」

と主張。また、①ご飯をしっかり食べる子は「水」を好み、食べない子ど

もはジュースを好む②飲み物は「水・番茶・麦茶」にする。ジュースなど

を飲ませたら、ご飯をたべない③パンの常食はやめる。パンはお菓子、お

やつ程度とする④子どものおやつは「おにぎり」と「水」が一番などなど、

子どもの健康と食生活について話しておられました。

繍嚢欝剥．
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▲ベルトコンベヤーに乗って、第一段階の
　仕分けに入っていくペットボトル

▲ビデオ・スライドなども用い、「ご飯、みそ汁、

　漬け物は最高の組み合わせ」と話す講師

ペツトボトル等再生処理施設が稼動

　十日町地域衛生施設組合では、「容器包装リサイクル法」に基づいて、平成12年度

からペットボトル・トレーなどを資源ごみとして回収しています。

　当町上新井地内において、3月からこれを処理する施設（㈲井上商店建設・廃棄

されたペットボトルから良質の樹脂として回収するシステム）の建設が進んでおりま

したがこのほど完成。8月10日、関係者が見守るなか、施設の稼動が始まりました。

　機械の能力は、1時間に516キログラムのペットボトルを8ミリに粉砕、選別・回

収をすることが可能で、施設組合では、回収したペットボトルをこの施設に処理を委

託し、活用を図っています。

復活！！『壁塗りおけさ』『剣の舞』

　平成10年9月3日をもって活動休会となっていた野口郷土芸能保存会が、8月26日

～27日の野口諏訪まつりを契機に復活。伝統芸能として引き継がれてきた壁塗りお

けさ、剣の舞などを1年振りに披露しました。

　野沢六郎保存会代表は、「継承する若者の加入が望めず、存続ができないということ

で休会やむなしとなったあと、地域でも何とか郷土の伝統芸能を守っていきたいと話

し合いを続けてきた。その結果、30歳～40歳15人が意欲を見せてくれて、従前のメン

バー9人とともに今年のまつりを契機に復活する運びとなった。メンバーは5月から

週2回ほど、今月に入ってから10日ほど続けて練習してきた。保存会組織もきちん

として、正式に立ち上げていきたい」。経緯や今後の対応を、こう語ってくれました。

羅嚢勲吃墓劉
　　　　　　　　　　纏灘

▲復活後、第一番目に披露されたr壁塗りおけさ」

　　　　　　　　　　　12．9。1・⑥
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▲応援を背にがんばる選手たち

第30回町内小学校
　　　　親善水泳大会結果

8月2日
橘小学校プール

＊は大会新記録

【男子】

5年自由形25メートル

　①丸山健志朗（千手）②田口祐也（橘）③小幡　輝（橘）

同50メートル

　①村越俊介（橘）②工藤祐也（千手）③野沢貴宏（橘）

同100メートル

※①佐藤英之（橘）②工藤祐也（千手）③高橋征也（千手）

5年平泳ぎ50メートル

　①相崎祐樹（千手〉②清水佑樹（千手）③関口　誠（千手〉

5年背泳ぎ50メートル

　①相崎祐輝（千手）②丸山夏輝（千手）

同100メートル

※①佐藤英之（橘）

5年バタフライ50メートル

　①村越俊介（橘）②涌井智仁（橘）

5年200メートルリレー（50MX4）
　①橘チーム（村越俊介、野沢貴宏、涌井智仁、佐藤英之）

　②千手Aチーム

　③仙田チーム

5年200メートルメドレーリレー（50MX4）
　①橘チーム（佐藤英之、涌井智仁、村越俊介、野沢貴宏）

6年自由形25メートル

　①押木昌史（上野）②高橋佑太朗（千手）③佐藤　諒（千手）

同50メートル

　①藤巻健太（橘）②田口　航（橘）③高橋基輝（千手）

同100メートル
　①金子喜由（上野）②佐藤浩之（橘）③藤巻健太（橘）

6年平泳ぎ50メートル

　①川崎将幸（千手）②高橋直一（仙田）③富井　俊（上野）

同100メートル
　①渡辺智哉（上野）②高橋基輝（千手）③丸山貴之（橘）

6年背泳ぎ50メートル

　①上村和也（上野）②丸山雅孝（橘）

同100メートル
※①佐藤浩之（橘）②上村和也（上野）

6年バタフライ25メートル

　①渡辺智哉（上野）②丸山雅孝（橘）

同100メートル
※①金子喜由（上野）

6年200メートルリレー（50M×4）
　①橘Aチーム（佐藤浩之、清水拓矢、田口　航、藤巻健太〉

　②千手チーム

　③上野チーム

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①千手チーム（星名貴弘、川崎将幸、高橋基輝、小川泰人）

　②橘チーム

　③上野チーム
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【女子】

5年自由形25メートル

　①戸田彩加（橘）②小海菜奈（上野）③星名祐佳（千手）

同50メートル

　①高橋　舞（千手）②丸山理加（橘）③渡辺響子（橘）

同100メートル

　①北村美加（千手）②桜井ゆかり（千手）③蔵品京子（千手）

5年平泳ぎ50メートル

　①丸山範子（千手）②渡辺響子（橘〉③蔵品麻弥（千手）

同100メートル
　①丸山範子（千手）②蔵品麻弥（千手）③柄沢真紀（千手）

5年背泳ぎ50メートル

　①押木優花（千手）②丸山理加（橘）

5年バタフライ25メートル

　①星名美佳（千手）②片桐涼子（千手）③小海菜奈（上野）

同50メートル

　①星名美佳（千手）

5年個人メドレー100メートル

　①高橋　舞（千手）

5年200メートルリレー（50MX4）
　①千手Aチーム（高橋　舞、茂野愛美、丸山範子、星名美佳）

　②橘チーム

5年200メートルメドレーリレー（50MX4）
　①橘チーム（藤巻友佳、渡辺響子、丸山理加、中村有希）

6年自由形25メートル

　①柳　良子（千手）②星名千恵（千手）③稲田　葉（千手）

同50メートル

　①登坂綾乃（千手）②佐藤奈美（千手）③山家由香里（橘）　　　　。へ、

同100メートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
　①登坂　歩（仙田）

6年平泳ぎ50メートル

　①小幡裕美（橘）②佐藤奈美（千手）③山家由香里（橘）

同100メートル
　①小林友利恵（千手）②小川知美（仙田）

6年背泳ぎ50メートル

　①水品貴絵（上野）②小林加奈（仙田）

同100メートル
※①水品貴絵（上野）

6年バタフライ25メートル

　①登坂　歩（仙田）②羽鳥美香（橘）③田中真麻（橘）

同50メートル

　①押木莉絵（上野）②小林友利恵（千手）

同100メートル
　①押木莉絵（上野）

6年200メートルリレー（50MX4）
　①上野チーム（混成）（押木莉絵、水品貴絵、渡辺智哉、金子喜由）

　②千手Aチーム

　③仙田チーム（混成）

6年200メートルメドレーリレー（50MX4）
　①上野チーム（混成）（水品貴絵、渡辺智哉、押木莉絵、金子喜由）

　②千手チーム（混成）

⑦12。9。10



10月1日（日〉は、

国勢調査の日です
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平成12年10月1日（日）

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局　　新潟県

10月1日、全国一斉に国勢調査が行われます。国勢調査は、大正9年

からおおむね5年ごとに実施され、今回で17回目。日本に住んでいるす

べての人が対象となり、特に今回は、間近に迫った21世紀のまちづくり

などの基礎資料を得るための大切な調査です。

【調査員が調査票を持って伺います】

まず、9月の下旬に調査員が皆さんのお宅にお伺いし、世帯ごとに調

査票をお配りします。調査票が届いたら、「調査票の記入のしかた」を

よく読んで、ふだん住んでいる人をもれなく記入します。

ふだん住んでいる人とは、10月1日現在、日本に、①すでに3か月以

上住んでいる人、②10月1日の前後を通じて3か月以上住むことになっ

ている人、をいいます。

調査する内容は、世帯全員の男女の別、出生の年月、就業状態、通

勤・通学地、住居の種類など、全部で22項目です。

調査票は「マーク・数字記入方式」になっています。該当する項目の

下に付けられた⊂）印を黒鉛筆で0のように塗りつぶしたり、数字を

記入したりして回答してください。また、集計は機械にかけて行います

ので、調査票を汚さないように注意しましょう。

記入された内容は、統計法によって厳重に守られます。他にもれたり、

統計を作成する以外の目的に使われることは絶対にありません。

調査票は、調査員が受け取りにおうかがいします。記入に関して不明

な点がありましたら、調査員に遠慮なくお尋ねください。

【暮らしに生かされます、調査結果】

国勢調査は、単に人口などを調べるためにだけ行われるものではあり

ません。調査の結果は、これからのまちづくりなどのための貴重な基礎

資料になります。例えば、いま日本は、少子化や高齢化が急ピッチで進

んでいます。これからの少子・高齢化社会に対応するためには、住宅、

福祉、交通、雇用面など、さまざまな分野での対策が必要になります。

国勢調査の結果は、こうした私たちの将来の生活を支えるためのデータ

になるものなのです。10月1日、国勢調査にぜひ、皆さんのご理解、ご

協力をお願いいたします。

平成12年国勢調査指導員・調査員名簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調査区順・敬称略〉

指導員氏名 纏窒地蓬 調査員氏名 担当町内名 調査員氏名 担当町内名

蕎沢麟筆 灘拳鐘獲・橘地獲 高野好美 栄町（東） 清水雅春 寺ケ崎

清水醐枝蒸
『
譲
黍 地鷹 春　日　　勇 発電所通り東・南台 小幡　　昇 木落

蕩i橋麹叢・．・ ゆ 江口忠一 小白倉 鴫原武夫 なかまの家・あかね園

櫃間業飛、… 〃 大野喜教 大白倉 大嶋一夫 新町新田（北〉

南雲隆董 綴灘灘羅、 登坂正一 岩瀬・大倉 丸山和夫 新町新田（南）

滋羅建『縫 1鱗雛匿『． 高橋芳春 赤谷 柳　　和義 元町（北）

登叛灘遊 ．細園雛獲 南雲　　博 中仙田（西北） 押木　　仁 元町（南）

、指難員欝 課炎 小林幹司 中仙田（西南） 小熊与子雄 上野（北〉上野教員住宅

小林康弘 中仙田（東〉 松沢俊夫 上野（西）

調査員氏名 担当町内名 高橋盛夫 田戸 松沢　　晋 上野（南）

小林芳夫 寺尾 増田利昭 室島（東） 今井徳太郎 、上野（東）

清水文一 中屋敷 川崎　　誠 室島（西） 清水幸夫 下平新田・下平新田住宅

平野綱一 学校町 佐藤栄一 小脇 南雲ハルヨ 三領

小林欣造 中央町 斉木和作 、高倉 小海益男 小根岸

根津茂男 田中町 村越チイ子 野口（西） 高橋克司 鶴吉

丸山　　明 上町 野沢正夫 野口（南） 蔵品広行 霜条

春日敏夫 神社町 野沢由篤 野口（北）・四十歩 高橋蔵作 坪山

丸山健夫 東善寺 丸山　　隆 原田 丸山　　清 高原田（西）

高橋秀夫 四郎兼 丸山昭男 根深 大塚甚一 高原田（東）

田村悦子 山野田 丸山　　譲 下原 村山のぶ子 伊友

数藤京子 中島町 井ロー夫 仁田（北） 清水　　正 木島

松崎慎一 発電所通り西 春日　　昇 仁田（南〉 柄沢幸弘 沖立

川崎定則 朝日町・山野田住宅・県営住宅 野沢惣太郎 仁田（東） 山口　　賢 みのり団地

星名忠雄 栄町（西）・鉄道アパート 藤巻浩之 塩辛 調査員計 61人
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川
西
町
長
選
挙
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金

子
　
幸
　
作

　
根
津
町
長
と
川
西
町
史

　
　
「
根
津
町
長
と
川
西
町
史
」
と
題
し

た
追
悼
文
を
、
広
報
か
わ
に
し
（
昭
和

五
十
八
年
六
月
十
日
号
）
に
掲
載
し
た

当
時
を
切
な
く
思
い
お
こ
す
。
次
に
そ

の
全
文
を
再
掲
し
、
改
め
て
、
故
人
の

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

　
川
西
町
の
現
代
史
に
、
ど
う
し
て
も

書
き
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が

ま
た
ひ
と
つ
、
町
史
の
ぺ
ー
ジ
を
悲
し

く
う
ず
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
治
的

手
腕
、
力
量
は
も
ち
ろ
ん
、
高
潔
で
円

満
な
人
柄
を
し
た
わ
れ
て
き
た
根
津
町

長
が
、
ま
っ
た
く
の
突
然
に
、
町
の
木

ブ
ナ
の
緑
の
も
え
る
日
に
不
帰
の
客
と

な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
根
津
家
の
御
葬
儀
は
、
偉
大
な
人
の

死
が
現
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
切
な

　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
ぎ

か
っ
た
。
無
言
の
枢
が
、
生
前
の
徳
を

し
の
ぶ
人
び
と
に
見
守
ら
れ
て
自
宅
を

あ
と
に
さ
れ
る
と
き
、
人
の
命
の
は
か

な
さ
と
無
常
に
胸
の
し
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
が
し
た
。
庭
の
千
草
と
、
ツ
ツ
ジ

の
花
の
こ
ぼ
れ
る
垣
根
の
傍
ら
で
、
ひ

た
す
ら
に
合
掌
す
る
老
女
の
一
団
が
、

五
百
人
は
超
え
た
で
あ
ろ
う
会
葬
者
の

深
い
悲
し
み
を
表
し
て
い
た
。
「
滋
醜

襲
端
雌
藷
f
と
な
ら
れ
急

彊は、

果
て
も
な
く
広
が
る
五
月
の
空

に
昇
天
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
現
職
首
長
の
死
亡
と
い
う
不
測
の
事

態
は
、
根
津
町
長
の
急
逝
を
加
え
て
過

去
に
四
例
を
数
え
る
。
町
村
合
併
前
の

仙
田
村
長
田
中
政
治
氏
（
明
治
三
十
四

年
十
一
月
病
没
）
。
千
手
町
長
清
水
甚

二
氏
（
昭
和
十
一
年
二
月
急
逝
）
。
そ

し
て
、
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
中
村
壮

吉
氏
（
昭
和
四
十
二
年
九
月
病
没
）
の

他
界
に
次
ぐ
不
幸
で
あ
る
。

　
二
代
町
長
の
座
を
め
ざ
し
て
、
三
つ

ど
も
え
の
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
町
民
の
与
望
を
に
な

う
こ
と
に
な
っ
た
根
津
町
長
が
、
田
口

助
役
以
下
町
幹
部
に
迎
え
ら
れ
て
初
登

庁
し
た
の
は
四
十
二
年
十
一
月
一
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
を
兼
ね
て
、
役
場
の
全
職
員
に

訓
示
し
た
温
か
い
お
こ
と
ば
が
、
今
も

心
の
奥
に
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
（
あ
い
さ
つ
の
内
容
は
前
々
号
に
掲

載
し
た
の
で
省
略
）
。

　
計
画
行
政
に
本
腰
を
入
れ
た
根
津
町

長
は
、
「
均
整
と
調
和
」
の
公
約
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
総
合
開
発
計
画
審
議
会
を

発
足
さ
せ
た
。
職
員
を
適
材
適
所
に
配

置
し
、
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

計
画
性
の
あ
る
町
行
政
の
推
進
に
つ
と

め
ら
れ
た
。

　
農
業
へ
の
不
安
や
過
疎
化
が
と
り
ざ

繭
、
　
蓉　
踊

た
さ
れ
る
中
で
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業

を
は
じ
め
、
農
業
構
造
改
善
、
医
療
と

健
康
管
理
、
豪
雪
、
災
害
対
策
、
教
育

施
設
と
設
備
の
充
実
、
企
業
、
高
校
の

誘
致
、
道
路
・
河
川
の
改
修
、
へ
き
地

振
興
、
造
林
、
社
会
福
祉
、
保
育
、
社

会
教
育
、
保
健
体
育
な
ど
の
施
策
が
着

実
に
遂
行
さ
れ
、
「
住
み
よ
い
豊
か
な

町
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
川
西
町
は
飛
躍

的
な
前
進
を
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
十
二
年
の
新
春
に
は
、
「
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
は
た
ち

培
っ
て
き
た
二
十
歳
の
町
を
基
盤
に
、

本
格
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

町
長
み
ず
か
ら
有
線
で
放
送
さ
れ
る
ま

で
に
成
長
し
た
。
こ
の
年
、
安
全
で
快

適
な
生
活
を
求
め
て
、
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
が
導
入
さ
れ
た
の
も
む
べ

な
る
か
な
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
は
、
町
づ
く
り
の
基

礎
と
な
る
大
事
業
に
あ
ら
か
た
終
止
符

が
打
た
れ
る
年
に
な
っ
た
。
施
政
方
針

演
説
で
「
財
政
再
建
元
年
」
を
口
に
さ

れ
た
根
津
町
長
は
、
「
物
質
的
な
繁
栄

を
追
い
求
め
る
だ
け
で
な
く
て
、
精
神

的
に
も
充
実
し
た
町
づ
く
り
の
時
期
が

到
来
し
た
」
と
言
及
さ
れ
、
有
史
以
来
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▲故根津町長の町葬を報じ
　た本紙（昭58．6．10号）

の
長
い
足
ど
り
を
尋
ね
て
、
川
西
町
史

の
編
さ
ん
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
も
し
も
、
あ
る
国
を
滅
ぼ
そ
う
と

す
る
な
ら
、
そ
の
国
か
ら
歴
史
を
消
せ

ば
よ
い
」
の
故
事
を
引
用
さ
れ
、
「
町

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
町
民
か
ら

町
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
」
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
つ

た
の
は
、
町
史
の
編
さ
ん
室
が
設
置
さ

れ
て
ま
も
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
川
西

町
史
の
編
さ
ん
事
業
は
、
い
ま
、
町
民

各
位
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
根
津
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ち
ょ
く

長
の
願
い
に
そ
っ
て
着
実
に
進
捗
し
て

い
る
。根
津
町
長
の
略
歴

　
大
正
三
年
十
月
十
七
日
　
中
之
島
村

（
現
塩
沢
町
）
に
生
ま
れ
る
。

　
昭
和
十
四
年
三
月
　
文
部
省
第
一
拓

殖
訓
練
所
終
了

　
昭
和
二
十
二
年
六
月
～
三
十
一
年
六

月
上
野
村
収
入
役

　
昭
和
三
十
一
年
九
月
～
三
十
六
年
一

月
　
川
西
町
税
務
課
長

　
昭
和
三
十
六
年
二
月
～
四
十
二
年
九

月
川
西
町
収
入
役

　
昭
和
四
十
二
年
十
月
～
五
十
八
年
五

月
川
西
町
長

　
昭
和
五
十
五
年
一
月
　
町
長
永
年
地

方
自
治
功
労
表
彰

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
二
日
　
永

眠
（
脳
出
血
）

町
長
選
挙
は
七
月
十
日

　
根
津
町
長
が
急
逝
し
た
こ
と
で
、
有

志
の
間
で
は
早
く
も
次
期
町
長
の
侯
補

が
う
わ
さ
さ
れ
て
丸
山
富
司
教
育
長
に

白
羽
の
矢
が
向
け
ら
れ
た
り
し
た
が
、

中
村
町
長
の
死
亡
時
に
な
ら
い
、
町
葬

が
終
わ
る
ま
で
は
喪
に
服
し
た
い
と
表

立
つ
動
き
を
自
粛
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
町
長
職

務
代
理
と
な
っ
た
南
雲
春
雄
助
役
は
、

根
津
町
長
の
死
亡
を
五
月
二
十
四
日
に

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
田
口
一
男
委
員

長
）
へ
正
式
に
通
知
し
、
こ
の
日
か
ら

五
十
日
以
内
に
町
長
選
挙
を
執
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
町
葬
後
に

選
挙
の
日
程
を
決
め
る
こ
と
に
し
、
五

月
三
十
一
日
に
町
葬
が
終
わ
る
と
、
同

夜
七
時
か
ら
町
役
場
で
委
員
会
を
開

き
、
「
七
月
三
日
告
示
、
七
月
十
日
投

票
」
を
決
定
し
た
。
投
票
は
、
こ
の
選

挙
か
ら
候
補
者
氏
名
の
上
に
マ
ル
印
を

付
け
る
記
号
式
と
し
、
即
日
開
票
す
る

こ
と
を
決
め
、
六
月
一
日
に
選
挙
事
務

室
を
開
設
し
た
。
六
月
二
日
現
在
の
有
1
0

権
者
数
は
男
三
千
五
百
十
二
人
、
女
三
9

千
七
百
四
十
五
人
で
、
男
女
合
わ
せ
て
　
1
2

七
千
二
百
五
十
七
人
で
あ
っ
た
。
　
　
③



さあ、今度は全国大会だ1
　8月27日、能生町文化体育館で第48回県青年大会が開催され、女子バ

レーで中魚沼郡代表として出場した川西町チームがみごと優勝。来る11

月10日から東京で開催される全国大会へと駒を進めました。

　チームを率いてきた監督の登坂武夫さんは、「今のチームになるまでに

5年かかった。県大会までは何回か出場したが、そのたびにくやし涙をの

んできた。今年は念願の初優勝ができて大変うれしい。全国大会では、まず

1勝。予選リーグ突破を目指したい。」そう感想と抱負を話してくれました。▲初優勝を喜ぷメンバーの皆さん

平
成
1
2
年
国
勢
調
査

　
新
潟
県
の
人
ロ
を
予
想

　
　
　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
募
集
事
項
】

　
平
成
1
2
年
1
0
月
1
日
国
勢
調
査
に
よ

る
、
都
道
府
県
要
計
表
に
基
づ
く
新
潟

県
の
人
口

【
応
募
資
格
】

　
新
潟
県
内
に
在
住
し
て
い
る
者
（
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

【
応
募
方
法
】

　
官
製
は
が
き
1
枚
に
1
点
の
応
募
と

し
、
次
の
事
項
を
明
記
。

・
「
国
勢
調
査
の
新
潟
県
人
口
予
想
」

　
と
記
入
す
る
。

・
数
字
は
算
用
数
字
で
は
っ
き
り
と
書

　
く
。
・
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
及
び
職

　
業
を
明
記
す
る
。

【
あ
て
先
】

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
0

　
　
新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課

　
　
国
勢
調
査
人
口
予
想
ク
イ
ズ
係

【
応
募
期
間
】

　
1
0
月
1
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課
生
活
統
計
班

　
盈
0
2
5
1
2
8
0
1
5
1
1
8

電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　
新
し
い
電
話
帳
「
中
越
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
・
魚
沼
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
を
、
九
月

下
旬
か
ら
企
業
や
ご
家
庭
に
お
届
け
し

ま
す
。

　
そ
の
際
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
紙
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
N
T
T
番
号
情
報
㈱
信
越
支
社

　
奮
0
2
6
1
2
2
5
－
3
3
1
1

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
中
で
す

　
九
月
十
日
を
中
心
と
し
て
一
週
間
、

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
住
民
の
安
全
で
快
適
な

生
活
を
確
保
し
、
河
川
、
湖
沼
、
海
な

ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の

た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
良
質
な
水
環
境
を
創
造
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
で
す
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
特
環
公
共
下
水

道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
と
も

に
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本

年
を
も
っ
て
施
設
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
施
工

地
域
以
外
で
は
、
合
併
浄
化
槽
施
設
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
三
月
末
で
の
つ
な
ぎ
込

み
率
は
、
特
環
公
共
下
水
道
事
業
に
お

い
て
は
七
十
・
六
暫
、
農
業
集
落
排
水

事
業
で
八
十
丁
二
新
、
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
事
業
で
は
四
十
七
・
二
響
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
河
川
、
側
溝
な
ど
の
水
質
改
善
な
ど
、

地
域
環
境
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
改
善
の

た
め
に
も
、
供
用
告
示
後
三
年
以
内
で

つ
な
ぎ
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
一

部
供
用
告
示
後
三
年
経
過
し
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
早
急
に
つ
な
ぎ
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

忘
れ
ず
受
け
よ
う

　
運
転
免
許
所
有
者
講
習
会

　
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
日
程

で
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
都
合
の
つ
く

会
場
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

地区 月　日 会　　　場

千手 9月20日（肘 千手小学校体育館

上野 21日休） 新潟川西農協本所

橘 22日樹 橘小学校体育館

白倉 25日（月） 旧白倉小学校体育館

仙田 26日（火〉 仙田小学校体育館

時間はいずれも午後7時からです

計
画
外
流
通
米
は

　
　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

　
生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
に
直

接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
食
料
事
務

所
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
米
の
流
通
量
や
流

通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
、
届
け
出
用
紙
は
農
協
や
役
場
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
や
F
A
X
に

ょ
る
届
け
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日

町
支
所
（
盈
5
7
1
6
5
2
1
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

12・9・1・⑩

　冒ζ
鰭藤
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一…7
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謙
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－

　
癬
、
r
鷺
、
’
び
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解
り

や

認
G凸

9月21日（木）から30日（土）まで期間

きロー②秋の道心で確認目で確認



益
目

意（
敬
称
略
）

鞘

福
祉
に

田
村
、
・
・
サ
ヲ
（
室
　
島
）
十
万
円

高
橋
　
キ
ミ
（
埼
玉
県
）
一
万
円

一
つ

ハ
ま‘遊とトロボツ

萎
雛
繋

鵜
雛

藤驚ゑ量欝したり・乗車したりして・凱1勲、旦髄熱…一…、

小
わ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
　
　
岬
壇

枯
れ
初
め
し
茗
荷
に
雷
の
近
づ
き
し

出
穂
揃
ふ
田
に
倒
伏
の
少
し
見
ゆ

巣
立
ち
た
る
燕
の
夜
は
巣
に
籠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

立
秋
や
練
馬
大
根
ま
た
播
か
ん

か
な
か
な
や
ふ
る
さ
と
出
で
て
老
い
に
け
り

み
仏
の
信
州
に
来
て
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

三
十
八
度
苗
場
谷
川
雲
の
峰

足
腰
の
立
つ
う
ち
は
と
て
田
草
取
る

頭
か
ら
振
じ
込
む
腹
瓶
の
口

　
ゆ
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

温
泉
に
浸
る
日
焼
の
人
の
し
か
め
顔

黙
祷
の
遺
族
の
集
い
終
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

若
き
日
の
思
い
出
語
る
帰
省
客

虫
の
鳴
く
静
か
な
野
辺
に
秋
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

初
秋
の
空
と
な
り
け
り
月
明
り

虫
鳴
く
や
窓
の
こ
ぼ
れ
灯
草
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

板
の
間
も
生
あ
た
た
か
く
残
暑
な
ほ

初
物
と
赤
き
藷
先
づ
仏
前
に

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

す
だ
れ
越
し
浴
衣
姿
の
親
子
か
な

声
高
に
踊
り
帰
り
の
浴
衣
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

メ
モ
帳
に
一
句
書
き
お
く
盆
参
り

十
キ
ロ
も
有
る
大
西
瓜
味
万
歳

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦

四
五
枚
の
黄
ば
む
写
真
や
終
戦
日

サ
ク

真
昼
よ
り
花
火
の
席
の
取
っ
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

大
寺
の
床
下
抜
け
し
秋
の
風

山
寺
の
軒
壁
落
ち
て
鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

帰
省
す
る
一
輌
電
車
無
人
駅

紫
に
山
ひ
だ
暮
れ
ぬ
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

植
木
や
の
鋏
の
音
や
蝉
時
雨

祭
り
く
じ
当
り
て
や
ぐ
ら
近
く
出
る

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

彼
岸
花
蜻
蛉
の
往
来
増
え
に
け
り

息
の
ん
で
夕
焼
け
暫
し
見
と
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

コ
テ
ー
ジ
の
灯
も
消
え
い
よ
よ
ち
ち
ろ
鳴
く

遠
花
火
音
の
み
山
の
底
の
村

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

ガ
ソ
リ
ン
を
満
た
ん
に
し
て
牡
丹
見
に

鑑
真
よ
目
を
開
け
給
へ
花
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

子
等
の
蹴
る
ボ
ー
ル
に
は
ぜ
し
鳳
仙
花

朝
顔
の
種
実
ら
せ
て
伸
び
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

盆
の
月
上
げ
て
納
涼
の
ど
自
漫

あ
の
星
を
母
の
星
と
し
幾
年
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

休
耕
の
田
に
稗
の
穂
の
出
揃
い
し

参
詣
の
寺
の
畳
の
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
短
　
評
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
風

・
十
キ
ロ
も
ー
「
味
万
歳
」
は
破
調
な

表
現
で
あ
る
が
、
大
西
瓜
の
味
の
よ
さ
に

思
わ
ず
「
万
歳
」
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

素
直
な
気
持
ち
の
表
れ
が
よ
い
。

O休日救急医
9月10日国保診療所（高原田）

　　　a68－2034
　〃　　中条病院（中条）

　　　岱57－3018
9月15日山口医院（袋町中）

　　　a52－2174
9月17日第二藤巻医院（上野）

　　　2歪68－2018
　〃　上村病院（中里村）

　　　盈63－2111
9月23日大熊内科医院（山本町）

　　　2歪52－7066
9月24日山口医院（下条）

　　　2｝55－2003
　〃　　津南病院（津南町）

　　　岱65－3161
10月1日富田医院（神明町）

　　　盈52－3269
10月8日大島医院（川原町）

　　　盈52－2957
　〃　　中条病院（中条）

　　　智57－3018
10月9日庭野医院（寿町）

　　　2｝52－2711

『
⑬
④
健
慮
』
③

～
う
つ
病
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
～

　
中
条
第
二
病
院

　
　
　
　
　
　
　
須
賀
良
一
先
生

　
前
回
は
、
う
つ
病
の
基
本
症
状
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
、
う
つ
病

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
注
意
点
、

治
療
、
予
防
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。

　
う
つ
病
の
基
本
症
状
は
、
う
つ
気
分

と
意
欲
低
下
の
持
続
で
す
が
、
う
つ
病

の
知
識
が
な
い
と
な
か
な
か
病
気
の
症

状
と
判
断
で
き
な
い
と
い
う
の
が
大
き

な
問
題
で
す
。
う
つ
病
の
症
状
の
な
か

で
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
睡
眠
障

害
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
う
つ
病
で

は
、
睡
眠
が
浅
く
な
り
、
夜
中
に
目
が

覚
め
た
り
、
早
朝
に
目
が
覚
め
て
そ
の

あ
と
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
8

時
間
眠
っ
て
も
眠
り
が
浅
い
た
め
熟
眠

し
た
と
い
う
感
じ
が
も
て
ま
せ
ん
。
睡

眠
障
害
は
本
人
が
一
番
わ
か
る
症
状
で

す
の
で
、
自
分
の
睡
眠
状
態
に
つ
い
て

注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、

食
欲
低
下
．
体
重
減
少
、
興
味
関
心
の

低
下
、
自
責
感
、
自
殺
念
慮
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、
不
幸
な
出
来
ご
と
（
身

内
の
死
、
大
事
な
も
の
を
失
う
こ
と
）
、

過
労
や
家
族
内
対
人
関
係
で
長
期
間
が

ま
ん
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
、
身
体
疾
患

　
　
　
　
　
　
　
が
ん

（
脳
血
管
障
害
や
癌
な
ど
）
な
ど
が
発

”
》

o
％
、

悶診

カ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、

う
つ
病
に
な
り
や
す
い
素
質
の
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
素

質
は
、
強
い
責
任
感
、
仕
事
熱
心
、
物

事
に
熱
中
し
す
ぎ
る
傾
向
、
こ
だ
わ
る

傾
向
、
さ
さ
い
な
こ
と
を
苦
に
す
る
、

き
れ
い
好
き
、
几
帳
面
す
ぎ
る
、
他
人

に
気
を
つ
か
い
す
ぎ
る
、
な
ど
の
性
格

と
し
て
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
要
因

を
多
く
持
つ
人
ほ
ど
う
つ
病
に
な
り
易

い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
う
つ
病
の
治
療
は
、
ま
ず
う
つ
病
発

症
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
こ
れ

だ
け
で
は
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
抗
う
つ
薬
を
服
用
し
て
も
ら
い

ま
す
。
う
つ
病
の
診
断
さ
え
つ
け
ば
、

8
～
9
割
の
方
は
半
年
以
内
に
改
善
い

た
し
ま
す
。
治
療
し
な
い
で
放
置
す
る

と
、
悪
化
し
自
殺
し
た
り
、
高
齢
者
で

は
痴
ほ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
う
つ

病
を
疑
っ
た
ら
、
ま
ず
専
門
医
（
精
神

科
・
神
経
科
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

購

病
の
誘
因
に
な
り
享
・
昇
進
な
ど
の
認

本
来
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
事
も
・
逆
に
う
つ
騒

簾
禦
鰭
躯
薪
馨
蓄

、

㊨12．9．1・



嚇
場
岬

　
　
　
を

葛
笛
名
嵐

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　（　（近土神高大星

藤田田橋矢名

文靖美良千康
　　　　恵
子雄幸征子宏

十上新坪群伊
日　穂　馬
町野村山県友
市

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

春
日
千
絵
美
25
（
道

小
島
　
シ
ノ
68
（
了

登
坂
　
定
雄
70
（
本

人一夫
）　）　）
岩新田
　町中
瀬新町
　田

内
山
　
ト
ヨ
75
（
春
　
雄
）

内
山
　
正
平
78
（
慶
　
一
）

江
ロ
ム
メ
ノ
8
9
（
　
一
　
）

蔵
品
　
セ
キ
91
（
順
　
子
）

新
町
新
田

新
町
新
田

小
白
倉

霜
　
条

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

府
内

岩
田

小
林

楓季美み優ゆ
　つ　　　　う
佳か海み花か

佳美弘マ義
功　 ナ

代保之美紀
上
　
野

み
の
り
団
地

中
屋
敷

（
8
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

り覇

桑クー〆、

、

㌔
彫

場
に
、
ミ
ニ
S
L
試
乗
会
が
実
施
さ
れ
、

子
供
た
ち
や
帰
省
客
ら
三
千
人
（
乗
車

数
に
し
て
延
べ
三
万
人
）
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
試
乗
会
は
、
十
日
町
地
域
広
域

六
市
町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
大
地

の
芸
術
祭
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
現
代
ア
ー
ト
で
は
子

供
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
町
役
場
有
志
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
（
蔵
品
泰
治
会
長
）
を

組
織
。
蔵
品
会
長
の
親
戚
が
石
川
県
の

白
山
一
理
野
鉄
道
倶
楽
部
に
所
属
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
倶
楽
部
の
協
力
を

得
て
実
現
し
た
も
の
。
S
L
、
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
周
二

＝＝＝＝＝＝＝＝：＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：：＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝ニ＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　》

　5r”年い
　生ろ

丸藤い
　　ろ
山巻な

理知花

加螺
ささざ
んんり
　　一

　欝錘

〈
橘
　
小
学
校
丁

表
紙
の
写
真

　
八
月
十
三
日
～
十
八
日
の
六
日
間
、

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
を
会

　
　
、
、
す

　
　
講
う

　
諺
　
　
よ

』
　
礎

灘浄・

▲「電柱のある風景」

　6年生小幡裕美さん
▲「光るまほうのスイカ」

　3年生山家恵さん
12．9．10⑫

掃

織
、
曝
、

ンセレモニーでのテープカットのプ
ゼ
ル
な
ど
三
種
類
の
列
車
が
、

一オ
百
層
の
コ
ー
ス
を
休
む
暇
な
く
走
り
回

の
つ
て
い
ま
し
た
・

細1

《！）

）

　
》
「
た
ん
ぽ
ぽ
、
す
み
れ
、

　
　
め
め
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た
よ
」

　
　
2
年
生
渡
辺
泰
周
く
ん

》
「
す
き
な
も
の
い
っ
ぱ
い

　
　
こ
ん
な
ポ
ケ
ッ
ト
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
な
」

　
1
年
生
片
桐
徳
也
く
ん

（
1
0
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）

》
「
カ
メ
レ
オ
ン
」

　
4
年
生
羽
鳥
和
樹
く
ん


